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新型コロナウイルスの 

特別措置法に基づく緊急事態宣言（全国拡大）を受けて 

理事長（武藤 崇） 

 
■ “Organism is always right”の真意とは？ 

生きとし生けるものは、常に正しい。ヒトも、ウイルスも。 
ここでの正しさとは「ある原理や法則に則っている」という意味での「正しさ」です。 
また、行動分析学とは「行動」の原理や法則を探究している学問体系です。 

 
■ 行動変容の意味とは？ 

この新型コロナウイルスの災禍において、ヒトの行動変容が焦点の一つになっています。 
ここでの行動変容とは、ある行動の生起頻度を下げて、別の行動の生起頻度を上げることです。 
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たとえば、外出行動を控えて、自宅でもできることを増やすといったことです。 
また、手洗いの回数を増やし、顔を触る回数を減らすといったことです。 

 
■「コロナ疲れ」には、まだ早い 

「なんと、呑気なことを言っているんだ！」とお思いでしょう。 
しかし、危機感を煽ることで、かえって、誰かを責めたり、不確かな話に振り回されたり、確かな情

報を探し続け、結局何も信じられなくなったりしていませんか。 
そう、そろそろ疲れてきましたよね。 
これからも、しばらくの間、このような状況が続くかもしれないのに。 

 
■ “No Change, No Life”：もっと、シンプルに 

もっと、シンプルに考えてみましょう。 
 
私たちは、いま、状況が一変してしまった世界を生きています。 
そのような世界で、多くの人が手応えを得られるような振る舞いや、それを支える新たなライフデザ

インをうまく見つけられていません。 
そうだとしたら、それらをシンプルに考え、協力しながら、実際に試してみる。 

 
■ こんなときだからこそ、行動分析学 

そのようなとき、行動分析学がお役に立つかもしれません。 
皆さんの近くにいる行動分析学を学んだことのある人と「行動変容チャレンジ」をいろいろと考え、

試し、記録をとりながら、その結果を踏まえて、また考え直していく。 
このような繰り返し自体を楽しんでみませんか。 

 
■ Contingencyがもたらす災いと幸い 

一人ひとりが、自分のためだけではなく、自分の大切な誰かのために、いますぐできる身近なことか

ら、何かを始めてみませんか。 
 
生きとし生けるものは、常に、正しい。 
だからこそ、厄介で、そして、素晴らしい。 

 
多くの命が守られ、多くの人の心身が健やかであることを。 
 

2020年4月16日 理事長 武藤 崇
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

「なぜ、感染した人を非難してはいけないか？ 

人間行動の法則から解説する」 

松田 壮一郎 

（筑波大学） 

 

 

2020 年 4 月 15 日，web で公開した表題の

記事を Twitter で発信してみた。すると、イ

ンプレッション（ユーザーが見た回数）は

40,000 回，リンクのクリック数（実際の記事

へのアクセス）は 1,000 回以上となった。公

開して 10 日ほどでの到達である。ちなみに

The Psychological Record へ掲載された論

文の紹介（宣伝）ツイートから、論文リンク

がクリックされた回数は公開から 1 年で 100
回程度である。軽く泣きそう。 
「長すぎる」というコメントをもらった。

当然である。一切，専門用語を使わずに説明

するには，丁寧に，くどいほど，同じ論理構

造を繰り返す必要がある。キーメッセージは，

「感染した人を非難すると，感染拡大リスク

が高まる」。ただそれだけである。それだけ

を説明するのに 4,000文字が費やされている。

ダイアグラム図は合計９つある。サンクコス

ト効果で，我ながらとても素晴らしい記事の

ように思えてくる。 
行動分析学会会員へ向けたこちらの記事

では，更なる考察を加えた上でシンプルにま

とめようとも思った。しかし，随伴性形成行

動とルール支配行動，そして SNS 上での集

団随伴性まで考察しようとすると，もはや論

文になりそうだ。図の追加も必要だろう。う

ん，忘れてはいけない，私が依頼されたのは，

記事を短縮してここにまとめることだ。 
ということで，以下は記事の抜粋です。 

 

１. 個人攻撃の罠：問題はそこじゃない 

例えば、あなたは、A さんがマスクもせず

に繁華街へ出かけたことを知る。すると、日

頃から情報収集を欠かさず、休業せざるを得

ない周囲の人々のことや、生活を支える経済

的基盤を失い絶望に包まれている人々、不安

で公園にも行けなくなってしまった人々が、

次々と脳裏に浮かんでくる。そして次の瞬間、

怒りと憤りの感情があなたの体中を駆け巡

り、こう叫び始めるのだ。「なんて意識が低

いんだ！医療従事者がどれだけ頑張ってる

と思うのだ！そもそも危機感が足りない！A
は本当にしょーもない奴だ！」と。 

 
その感情や思いは非常に共感できるし、あ

なたは周囲の人々への心配りを忘ず、義憤に

駆られる素敵な人なんだろうと思う。しかし、

この際に気を付けなければいけないのが、

「意識の低さ」や「危機感の不足」を行動の

原因として考えると、問題解決から遠のいて

しまう、という事実だ。 
 
 
 
 
 
 

https://note.com/behavioraldesign/n/n533e6fb516db
https://note.com/behavioraldesign/n/n533e6fb516db
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あなたは、A さんが、「マスクせずに人が

多いところへ外出する」という行動の原因と

して、「意識が低い、危機感が足りない」と

いう A さんの「内面」へ焦点を当てる。しか

し、「マスクをせずに人が多いところへ外出

する」ところを見なかった場合、果たして、

A さんに対して、「意識が低い、危機感が足

りない」と感じることはあっただろうか？ 
 
以上が、人間が日常的に陥りやすい、個人

攻撃の罠の例である。この罠に陥ると、あた

かも、「意識を高める」「十分な危機感をも

つ」ことが問題解決の鍵の様に見えてしまう

（本当は違う）。もしあなたが、そのカリス

マ性を発揮して、A さんの「意識を高め、十

分な危機感を植え付ける」ことに成功したと

して、どうやって、その事実は確認出来るの

だろうか？（確認できない）。本当に、「意識

を高め、十分な危機感をもつ」と、「マスク

をせずに人が多いところへ外出する」ことは

無くなるのだろうか？（無くならない）。つ

まり、「マスクをせずに人が多いところへ外

出する」ということを、「意識が低い」「危機

感が足りない」という、より抽象的・内面的

な言葉へ置き換えただけ、なのである（それ

が悪いわけではなく、ほとんど多くの人間は

そう考えてしまう）。 

 
そう、意識が低かろうが、危機感を持って

いなかろうが、「マスクをせずに人が多いと

ころへ外出する」代わりに、「基本的に家に

いる。生活に必要なモノを買う時にはマスク

を付けて外出する」という行動を増やせば、

上記の例における問題は解決するのである

（注：ここでの「問題」は医学的な問題では

なく、社会的に不適切とされている行動問題、

という意味）。 
 
（省略）２. 後続事象による行動の制御①：

叱責は隠蔽をうむ（図 2,3） 
（省略）３. 後続事象による行動の制御②：

適切な行動を増やす（図 4,5） 
 
 

４. 感染した人を非難すると感染拡大リスク

が高まる 

ここまで読んだあなたは、もう既に理解し

ましたよね、そうです、 
 
感染した人を非難すると、感染拡大リスクが

高まる 
 
ということなんです。それでは復習していき

ましょう。まず、感染者への非難は、感染者

図 1. 個人攻撃の罠 
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の報告行動を減らす可能性が非常に高いで す（図６）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
更に、非難が続くと、感染自体を隠す行動

や、感染経路についての詳細な情報を隠す、

という行動が誘発される恐れが高くなりま

す（図７）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図７. 感染者への非難は、感染に関する隠蔽を増やす 

図 6. 感染者への非難は、感染に関する報告行動を減らす 
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５. お互いに労いあってやろう 

そうなんです、「感染者への非難は、百害

あって一利なし」。感染の報告それ自体は、

今後の施策を決定していく上で、非常に重要

なものなので、お互いに感謝していきましょ

う。「言いづらいけど、言ってくれてありが

とな」マインドでいきましょう（図８）。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
それよりも、身の回りの、適切な行動を取

っていること自体を、「当然じゃん」では無

くて、もっとお互いに褒めあっても良いじゃ

ないでしょうか（図 9:省略）。それは、適切

な行動の維持・増加へ確実に繋がっているは

ずです。自分へのご褒美の設定も考えていき

ましょう。きっと、そっちの方が、楽しいと

思うなぁ、私は。

 

――――――――――――――――――――――――――――――――― 

第3回産業安全行動分析学研究発表会開催記 

 

北条 理恵子 

（労働安全衛生総合研究所） 

 
令和2年（2020年）2月15日（土）、第3回公

益社団法人日本心理学会産業安全行動分析学研究

会主催の研究発表会を開催いたしました。今回は、

東京都清瀬市にある独立行政法人労働者健康安全

機構労働安全衛生総合研究所内において、午前 11
時から午後4時半まで開催いたしました。以下は、

図 8. 言ってくれて、ありがとな 
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研究会のプログラムです。 
 
プログラム 
 
11：00-11：10 研究会の主旨説明  

研究会代表 北條理恵子 
 

11：10-12：10 教育講演 1：「産業安全行動分析学研究会への労働安全衛生行政の期待」 
厚生労働省 新潟労働局長 奥村伸人氏 

 
12：10-13：30 昼休み 

 
13：30-14：30 教育講演2：「産業現場におけるOBMの活用法 行動分析学を応用して見える 

共通点から」 
株式会社コレムラ技研 バラスト事業部 ディレクター  是村由佳氏 

 
14：30-15：15 話題提供1：日本機械学会 産業・化学機械と安全部門の活動  

日本機械学会 産業・化学機械と安全部門 部門長 谷口満彦氏 
 

15：15⁻15：30 休憩 
 

15：30-16：00 話題提供2：「TR22053を利用した協調安全の考え方」 
独立行政法人労働者健康安全機構労働安全衛生総合研究所 統括研究員 清水尚憲氏 

 
16：00-16：30 機械システム安全棟 テクニカルツアー 清水尚憲氏・北條理恵子 

 
 

当研究会は、2019年8月より一般社団法人日本

機械学会（以下、日本機械学会と称す）の正式な下

部組織として承認され、主に産業・化学機械と安全

部門内で活動をしています。そのため、日本機械学

会主催の産業安全行動分析学研究会としても年に

数回、講演やクローズドの情報交換会等の活動を行

うようになりました。今回は、これまでの研究会主

催の活動として第 3 回研究発表会を迎えた次第で

す。しかしながら、日本機械学会主催の研究会にご

参加くださった方々も、今回の研究会に多数ご参加

くだいました。そもそもこの会を発足した経緯に、

機械安全と行動分析学の融合を図り、作業者の安全

行動の強化と不安全行動の削減を目指すという目

的がありました。今回、産業安全行動分析学研究会

が、日本機械学会の下部組織になったということで、

機械安全領域の有識者、民間企業の安全専門領域に

携わる方々、そして実践家の皆様との交流も生まれ

ました。そのようなご縁もあり、今回の研究会発表

会にご参加くださった方々の背景は多種多様で、心

理学領域の方はもちろん、機械安全、行政関係者、

大学等教育機関関係者、法曹関係者、施設勤務者

等々、多岐にわたっていました。 
はじめに代表の北條から、本研究会の趣旨説明を

行いました。日本人の文化的な背景もあると思いま

すが、現在の職場においては、叱咤や注意等が多用

され、「褒める」行動があまりないように思います。

例えば、日本においては、必要がある現場では、ほ

ぼ全員が保護帽を着用しています。これが当然とみ

なされ、着用を忘れたときに叱責される光景が一般

的です。しかしながら、保護帽を正しく着用する努
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力を作業者の方はしているはずです。その部分に行

動分析学は着目し、正しい行動を認めることから始

めます。また、行動そのものを変容するのではなく、

環境を変えて行動を結果的に変える試みも行動分

析ならではの介入の仕方と言えます。このような行

動分析学の基本ともいえる原理や手法を述べまし

た。加えて、機械安全の領域では、ISOや IECと

いった国際規格に基づいて活動が繰り広げられて

います。安全だけではなく、設計・製造から始まり、

廃棄に至るまで、すべての製品の作り方や売り方、

市場でのやり取りなどすべてが国際規格に従って

います。行動分析学者と機械安全関係者がお互いの

状況を共有しあえば、よい一層安全が強化される可

能性があることなどをお話いたしました。今回は、

最初の教育講演を行ってくださった、厚生労働省の

新潟労働局長の奥村伸人氏による「産業安全行動分

析学研究会への労働安全衛生行政の期待」を中心に

紹介いたします（写真1）。 

奥村氏のご講演では、1957 年に東京タワーを築

く際、1名のとび職の方が墜落しした事故を紹介し

てくださいました（図 1）。まだまだ、安全が人の

注意力に依存していた時代です。そのころに東京タ

ワーという大規模工事をほぼ手動で行い、結果とし

て労災が1件だったことに非常に驚きました。同時

に、強風で墜落死とは、あまりに痛ましい災害であ

ったとも感じました。労働安全の意識がもう少しあ

れば、墜落を防げたのではないかと残念な思いに駆

られました。 
 
 

 
次に、そもそも労働安全衛生法令による規制とは

何か、特に危険な機械に関するもの、危険・有害な

物質に関するものなどの概要をお話しくださいま

した。賃金、就業時間、休息その他の勤労条件に関

する基準は、法律でこれを定めるという憲法27
条（1946 年）をはじめ、1947 年に制定された

労働基準法、1958 年の職業訓練法、1959 年の

最低賃金法、1972 年の労働安全衛生法（以下、

労安法と称す）、労働安全衛生規則（以下、安衛

則と称す）など様々な法規が存在します。しか

しながら、従来の機械規則は、後追い型、法令

順守型であり、法令列挙された機械についての

みの義務でしかありませんでした。しかしなが

ら、本来、法令列挙されていない機械でも同程

度の危険性（リスク）があったら、同じ規制が

あるべき、とのことで、2005年（Ｈ17年）労働

安全衛生法改正による転換を図り、従来の過去

の災害から学ぶ安全管理である、後追い型、法令順

守型、法令列挙から、危険性（リスク）を未然に除

去・低減する先取り型、自主対応型、Risk-Based 
Approach へと変化したことを解説してください

ました。この転換も実は EU の機械指令に倣った

結果であることを知り、日本の機械安全も欧州に影

響を強く受けていることを改めて実感いたしまし

た。現在、日本では「機械の包括的な安全基準に関

する指針」に則りリスクアセスメントが進められて

います。2008年に新設された安衛則第24条の13
には、機械の設計・製造者はリスクアセスメントを

写真１．ご講演中の奥村伸人新潟労働局長 

図１．東京タワー上で休む作業員 
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適切に行い、機械使用事業者に対し、危険情報（残

留リスク情報）の提供を行わなければならないとい

う一文があります。また、機械使用事業者は 2005
年に新設の労安法第28条の２に従いリスクアセス

メントを施行してから使用するように義務付けら

れています。このような状況であることから、人の

ファクターによるリスクへの対策も行わなければ

ならないとおっしゃっていました。 
また、労働者に起きている現在の変化、すなわち

高齢労働者や外国人労働者の増加に伴う問題点の

指摘もありました。このような状況のもとで、人の

リスクを定量的に換算する方法が重要となるので

はないかと思いました。実際に、中央労働災害防止

協会が主催する製造業安全対策官民協議会では、図

2 にあるようなヒューマンエラーの定量化を目指

しているそうです。このような考え方の方々と共に

行動分析学の原理を用いて現場でリスクアセスメ

ントを行っていけば、非常に実り多い結果が得られ

ることと思います。今後も、機械安全と行動分析学

との融合を図り、現場の安全に生かしていきたいと

思います。 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同様に、もう一つの教育講演として、行動分析学

的立場から、株式会社コレムラ技研 バラスト事業

部ディレクターの是村由佳氏から、産業現場におけ

る OBM の活用法をわかりやすく解説していただ

きました（写真 2）。また、日本機械学会 産業・

化学機械と安全部門からは谷口満彦部門長に部門

の紹介と活動状況をご説明いただきました（写真

3）。また、谷口氏ご自身が所属の企業内で苦心して

やっていらっしゃるリスクアセスメントの考え方

や実践法、実例等非常に貴重なお話を伺いました。 
講演中も、講演後も非常に活発な質疑応答がなさ

れ、時間が大分オーバーしてしまったため、話題提

供 2 の清水氏のご講演は次回に持ち越されるとい

うことになりました。テクニカルツアーも非常に短

時間で、足りなかった、との意見が多数ありました

ことから、次回もテクニカルツアーを行うことにい

図2．中央労働災害防止協会が主催する製造業安全対策官民協議会における「意図的な

ルール違反・ヒューマンエラーをリスクの見積もりに反映させる方法」 
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たしました。 
以上が、今年の産業安全行動分析学研究会の報告

になります。多くのご参加者から自分が全く知らな

い分野があり、興味深かったという感想をいただき

ました。今後とも皆様のご指導ご鞭撻を賜りたいと

存じます。何卒よろしくお願い申し上げます。 
新型コロナウイルス感染症が蔓延している現在

では、次回の研究会発表会の日時を決定することが

できません。決定し次第、産業安全行動分析学研究

会の HP でお知らせいたします。皆様の次回のご

参加を心よりお待ちしております。それまで、皆様

おからだを十分にご自愛ください。 
今回の研究会は、新型コロナウイルス感染症が中

国で発生して約1か月過ぎた頃であり、このような

集会の自粛はまだ呼びかけられていない状況であ

ったため、開催いたしました。研究会が終了した1
週間後くらいから、集会等が徐々に延期または中止

になった状況です。研究会開催時には、参加者全員

にマスクを配布し、アルコールで手指を消毒してい

ただくなどの処置をとらせていただいたことを申

し添えます。 

 
 

 
写真2および3． 

ご講演中の是村氏（上）と谷口氏（下） 
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

＜自著を語る＞ 

 

『保護者と先生のための応用行動分析入門ハンドブック 

～子どもの行動を「ありのまま観る」ために～』 

必要な方の手に届きますように 

三田地 真実 

（星槎大学大学院） 

 
一日も早く、保護者と先生が行動分析学の根

幹の原理、「行動はその直後に起きた事象によ

って、起きやすくなったり、起きにくくなった

りする」ということを届けたい、その一心でこ

の本の前身である「子育てに活かす ABA ハン

ドブック」（日本文化科学社）は今から遡ること

約 10 年前の 2009 年に生まれた。元々は、10
名の保護者を対象としたペアレントトレーニン

グを共著者の岡村章司氏（兵庫教育大学大学院）

と一緒に行ったときに、その 10 人のために作

ったワークブックやワークシートをペアトレの

最終回の日にお手製の冊子にしてプレゼントし

たのが始まりだった。 
そのときに数冊余分に冊子を作り、授業や研

修などの度に紹介すると受講者から「分けて欲

しい」というリクエストが後を絶たず、その度

にコピーしては綴じるという作業を繰り返し、

結局 100冊を越える冊子を手作りすることにな

ってしまった。これはニーズがあるのかも？ 

と最初の出版社である日本文化科学社に企画を

持ち込み、それが無事に通ったおかげでこの世

に書籍としてデビューできた。とかく行動分析

学は難しい（確かにスキナーの文章などは超難

解であるが）と言われがちなところをなるべく

そぎ落とし、専門用語をほとんど知らない一般

の人にわかるように・・・と書き下ろしたもの

であった。一度は、海外の見知らぬ保護者から

「この本で我が子との関り方が救われました」

というメールを受け取り、「ミリオンセラーで

はないけれど、一人でも誰かの人生に深く関わ

れ、そしてその人が幸せになる手助けとなった

本が出版できた」と身体の中をざわざわするも

のが走った。このことは「100 万冊売れる」以

上に価値があるんだ、と最初の動機が知らぬと

ころで実現していることに心底、「書いてよか
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った、出版してよかった」と涙が出た。 
その後、再版を何回か重ねていたにもかかわ

らず、10 年経つ頃に出版元の方でそろそろ絶版

にしたいという話になり、どうしよう・・・と

悩んだ末、別の出版社が「そのまま」出版して

もよいという許可を出版元から得ることができ

たのである。これは本当に有難かった。当初は

「そのまま」出版社だけ変えて出そうか・・・

と思っていたが、新しく出版を引き受けてくだ

さった金剛出版からも「全く同じではなく、加

筆して欲しい」というリクエストが出され、ま

た実際書いたときから 10 年も経っていると最

初の文章では足りないところや逆に削除しても

よいというところも見えてくる、ということで

見直し・書き直し作業が始まった。一番大きく

変えたところは、想定読者である。最初の書籍

は保護者対象という口調で書いたので、どうし

ても教員を始めとする専門職の人にはすんなり

入りにくかったところもあったと推察している。

今回の書籍では、「保護者だけではなく、先生に

も読んでもらえるように」と両者の視点を織り

込みながらの文章に修正してある。 
大方のところは最初の書籍の文章を加筆修正

していったが、今回完全に書き下ろした部分は

「第１部のステップ１：ありのまま上手への道」

である。ここはまず困っているその事象をその

人の言葉で余りきばらず表現するところからス

タートする。その表現が本当に「ありのまま」

子どもを見ていることになっているのかについ

て、その後丁寧に見直していくというプロセス

を踏んでいる。書籍の副題にも付けた「ありの

まま」という用語は、言わずと知れた数年前の

ディズニー映画「アナゆき」でも大ヒットした

主題歌のキーフレーズである。「ありのまま受

け止めて欲しい」「ありのままの自分を見て、わ

かって」というメッセージが日本中に溢れ返っ

ている。しかし、そのキーフレーズを耳にする

度に「あなたは、本当にありのままの子どもの

行動が見えているんですか？」と問いたくなる

ような、根拠なき行動の理由付けは枚挙にいと

まがないにもかかわらず、である。 
「ありのまま」と言うならば、「問題行動を子

どものせいにしないで、ちゃんと環境を見て

よ！」そう訴えるために、かなりの紙面を割い

ている。特に「自己肯定感が低い」といった子

どもの内的状況に言及する表現にはかなり厳し

い見直しを求めている。しかし、このステップ

１で行動を表現するときにいかに根拠なき理由

付けが入り込んでいるかをしっかりと認識し、

その場で起きていることを語義通り「ありのま

ま」に観られるようにならないと、ステップ２、

３に進んでもうまくいかないだろう。逆に本当

に「その場で何が起きているのか」について余

計な解釈を含めず描写できる人は行動分析学の

原理などを知らなくても実際の現場では問題解

決をすることができている事例も多々ある。そ

れほど、このステップ１は重要なのである。も

ちろん、この「ありのまま」という言葉を副題

にすることで、書籍そのものへの「とっつきや

すさ」を狙ったのは確かである。 
そして、今回迷った末に加筆したのが、ステ

ップ７の「自分観察上手への道」である。親御

さんが我が子のことで、あるいは先生が担当の

児童生徒さんのことで悩み疲れていらっしゃる

ときに、トライしてもらいたいワークを一つだ

け組み込んでいる（本当はもう少しあったが、

まだ勉強不足なため削除した）。それは「自分の

揺らぐ気持ちを“ありのままに”観察する」と

いうことである。行動分析学的に言えば、おそ

らくこれは「私的事象の観察」ということにな

るだろう。もう少し違う言い方をすれば、「マイ

ンドフルネス」となるかもしれない。実際、ア

メリカではペアレントトレーニングにこのマイ

ンドフルネスを取り入れているという報告もす

でにたくさんある。（例えば、Dumas, 2005） 
実は、今これを書いている 2020 年４月は世

界中がコロナウィルスによる感染症に脅かされ、

日本においても全国に緊急事態宣言が出され、

外出自粛を余儀なくされている真っただ中であ

る。私自身約１か月、電車にも乗っていないし、
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大学の会議は全部オンライン会議システムを使

っている。まさに世界中の人々が先の見えない

不安や焦り、身近な人への怒りで満ちていると

言っても過言ではないだろう。根拠もわからな

いのにトイレットペーパーを買いに走り、マス

クは市場からなくなってしまっている。こんな

ときにこそ、先のマインドフルネスが役立つと

私は自身の 10 年近い実践から確信している。

何を恐れているのか、何に揺らいでいるのか、

子どもをありのまま観て、また自分の心もあり

のままに観る、要するに基本はいつも「客観的

に観る」ということなのである。それが子ども

を救い、そして大人である自分をも救う。 
この本の続編として、そして次に保護者に届

けたいのは、この「自らの心（広義には私的事

象、狭義には内的言語行動と捉えている）の整

え方＝マインドフルネス」の手法である。揺ら

ぐ自分の心を整えて、落ち着いて我が子に関わ

れるようにするために、また一刻も早くそのこ

とを届けたい気持ちで、日々の仕事を続けてい

る。 
 

文献： 
Dumas, J. E. (2005). Mindfulness-based 

parent training: Strategies to lessen the 
grip of automaticity in families with 
disruptive children. Journal of Clinical 
Child and Adolescent Psychology 34, 
779-791. 

  
 

 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
＜自著を語る＞ 

 

『発達が気になる幼児の親面接 

－支援者のためのガイドブック－』 

井上 雅彦 

（鳥取大学 医学部） 

発達に遅れや偏りのある幼児に関する心理発

達相談のニーズは非常に高い。この領域の支援

者には、子どもの発達と心理、病理、行動的な

問題とその機能、支援技法、親の不安や抑うつ

と対処、親子の相互作用、親や家族を支える資

源など生物心理社会モデル（bio-psycho-social 
model）に沿った幅広い知識と支援技術が求め

られる。国家資格である公認心理師においても

基礎的な心理学と臨床心理学、そして多職種連

携のため他領域の制度を学ぶことが必須とされ

ている。 
しかしながら、これらの領域は、発達心理学、

臨床心理学、行動分析学などに分散しており、

基礎から総合的かつ実践的に学べる書籍は少な

く、大学院の心理相談実習における臨床家養成

においても適切な書物がないか思案していたと

ころであった。ある時、ゼミの修了生たちとの

会話の中で、こんな本があればよいのにという

話になり、「ならば作ってしまおう」ということ

になった。しかし、面接構造やアセスメントな

どの基礎知識、事例の抽出や内容について著者

で何度も検討会と読み合わせを行い、数度の書

き直しを行った結果、約三年越しでの出版とな

った。 
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本書は幼児期の発達相談に絞って、この時期

の発達や障害特性、機能分析などのアセスメン

トの目的や方法にとどまらず、子どもの自由遊

び場面や親面接の中でのインフォーマルなアセ

スメントの方法、フィードバックの方法などが

前半部分に統合的に盛り込まれている。また、

後半は実際の相談事例の見立てから支援方針の

エッセンスが書かれており、基礎から実践まで

統合的に学べるよう構成した。後半の事例部分

は、同じ主訴であっても状況が異なる複数の事

例を取り上げた。初心者は、子どもの発達や行

動など部分的な情報のみから、ステレオタイプ

に支援方針を出してしまうリスクを抱えている。

未診断の場合や親や家族状況に支援が必要な場

合など、子どもと親を取り巻く状況は様々であ

り、個々のアセスメント情報は総合的に活用す

ることではじめて個に応じた支援方針が得られ

るのである。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
＜連載：いま、こんな研究をしています（19）＞ 

 

行動分析でスベらないメタファー 

嶋 大樹 

（同志社大学 心理学部） 

 

嶋：不安にならないように頑張るのって，流

砂の中でなんとか抜け出そうと頑張るのに似

てませんか？ 

クライエント：……？ 流砂？ どういうこ

とですか？ （キョトンとして固まる） 

嶋：（やばい！ またやっちまった！ 困っ

たな……）えーっと，流砂というより，海とか

で溺れかけてて，必死でもがいてるような状況

って言ったほうがわかりやすいですかね？ 

クライエント：？？ うーん……？ そう，

ですかね？ （困った顔でフリーズする） 

嶋：（めっちゃスベってるやん！ 夕方のゲ

レンデ※か！）えっと，溺れないように頑張る

と，余計に溺れちゃいません？ 疲れますよ

ね？ じゃあ溺れないようにしようとすると

……（メタファーの解説はギャグの解説くらい

禁忌なのに……。 助けてー） 

 

カウンセリングをしていて上記のような場

面に遭遇したことがある方，結構おられるので

はないでしょうか。え，ないですか？ お前が

下手なだけだって？ まぁ，それはそうなんで

すが……。いずれにせよ，メタファーを使って

バシッとかっこよく決めようと思っても，なか

なか教科書みたいにうまくはいかないもので

すよね。あ，メタファーがカウンセリングとど

う関係するか，ですか？ えーとですね，アク

セプタンス＆コミットメント・セラピー（ACT）

では意識的にメタファーを使って支援を進め

ていきます。関係フレーム理論（RFT）の観点

からのメタファー研究もいくつか出ていて，ク

ライエントの行動変容に寄与すると言われて

います。メタファーとは比喩のことで，「A は

B のようだ」とか「B のような A」といった形

式を取ります。ここで，A は喩えられる側で，

ターゲットと呼ばれます。対する B は喩える側

で，ソース（ヴィークル，ベースとも）と呼ば

れます。それぞれは共通の特徴を有している必

要があり，その特徴はソースにおいてより明瞭

であることが求められます。RFT の解釈では，

ターゲットとソースの関係ネットワーク（これ

もメタファーです。ネットワークが存在すると
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想定しているわけではないので）同士を関係づ

けることで，ソースにおいて明瞭であった特徴

がターゲットにおいても引き出され，その結果

ターゲットの機能が変化する，とされています。 

ここで，「行動分析家は戦闘民族だ」という

よく耳にする（？）メタファーを考えてみます

（Figure）。右側がターゲットで，左側がソー

スです。「戦闘民族」は“好戦的”で“過激”

という刺激と等位関係におかれているとしま

す（既有の知識）。そうすると，恐怖や逃避を

惹起させるかもしれません。そういった機能を

持つ「戦闘民族」が「行動分析家」と等位の関

係におかれると（水平方向の矢印），ソースの

有する“好戦的”で“過激”という刺激が派生

的に関係づけられ（左側の点線矢印），会った

こともない「行動分析家」にも恐怖や逃避を惹

起させるようになるかもしれないということ

です。ざっくりまとめましたが，これがメタフ

ァーの正体です。 

 

さて肝心の研究の話です。先程，ソースはタ

ーゲットよりもある特徴が明瞭である必要が

あると述べました。臨床場面では，より明瞭な

特徴を有するソースにするために，クライエン

トの体験に近いものや身近にあるものを題材

として選ぶことが必要になります。クライエン

トの文化や学習歴に整合しないメタファーは

効果がないばかりか，逆効果になる可能性があ

ることも指摘されています。つまり，日本とは

異なる文化圏で作成された翻訳版のメタファ

ーをそのまま使うのには，注意が必要というこ

とになります。そこで，まずは文化的背景に着

目して，日本文化向けに改良したものと従来の

翻訳版とで比較をしてみることにしました。 

方法はいたって簡単です。冷水耐久時間が，

不快な体験の受容を促すメタファーによって

どの程度増大するかを調べるというものです。

冷水耐久課題は ACT のエクササイズやメタフ
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ァーの効果を調べる実験でよく用いられるも

のですが，1〜4℃程度の冷水にただひたすら手

を浸すという恐ろしい課題です。これを拷問実

験と呼んでいたのですが，あ，これもメタファ

ーですね。とにかくしんどい実験で，倫理上冷

水に手を浸す時間は 5 分が上限なのですが，何

名かはベースライン時点でそれを上回ってし

まいます。設定温度が高かったかなーと思って，

実験後に何度か自分も手を浸してみたのです

が，やっぱり冷たいやないかいっ！ どう頑張

っても 1 分半が限界です。本当にありがとうご

ざいました。 

そんなこんなでたくさんの犠牲者参加者に

ご協力いただいて（本当にありがとうございま

した。冗談抜きで），なんとか比較するところ

までこぎつけました（これもメタファー！）。

分析してみると，改良版のほうが介入後の耐久

時間が長い……傾向があったのですが，めっち

ゃ延びた人が数名いただけという，なんとも言

えない結果となりました。好意的に読めば，効

く人にはめっちゃ効くといったところでしょ

うか。もっと個人の経験に焦点化する必要があ

りそうだなと考えているところです。現在拷問

実験第二弾を計画中です。コロナが収まって濃

厚接触が可能になったら拷問部屋にご招待し

ますので，興味のある方はぜひ。 

というような感じで，ことばの力に着目して，

臨床に活かせるような研究をしたいと思って

います。外来カウンセリングはどうしてもこと

ばでのやり取りに頼らざるを得ないところが

あるので，その力をうまく使えるように，臨床

も研究も楽しく修行中です。メタファーはその

取っ掛かりとしてはかなり面白いところだっ

たなと振り返っています。うまくメタファーを

使えた／使えなかった，こんなメタファーを作

った，クライエントや学生が面白いメタファー

を使っていた，といった情報があれば，ぜひ教

えてください！ 

最後に，カウンセリングもお笑いと同じです。

メタファーもネタもスベらないのが一番。この

あたりでお後がよろしいようで。 

 

註 

※ 昼間に溶けた雪が，夕方に気温が下がっ

てアイスバーンになる。スキーで氷の上を滑る

のは怖い。メタファーがスベったときも怖い。

スキーをしたことのある方は，夕方のゲレンデ

メタファーから，セラピー中にスベる感じが理

解していただけたはずだ。

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
＜連載：いま、こんな研究会しています（11）＞ 

 

RFT研究しませんか？ 

茂本由紀 

（京都文教大学 臨床心理学部） 

 

このたび、同志社大学の大屋先生よりお誘い

いただきまして、あこがれの行動分析学ニュー

ズレターに寄稿させていただきました。今回は、

皆様に、私と有志のグループで実施している RFT

の研究会について紹介できればと思います。研

究会について紹介する前に、少し私の研究につ

いても紹介したいと思います。 

私は、関係フレーム理論をテーマに研究を進

めております。皆様は、既にご承知おきのこと

とは思いますが、簡単に関係フレーム理論につ
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いてご紹介できればと思います。関係フレーム

理論とは、人間の言語や認知を、関係フレーム

反応という般性オペラント(反応クラス)から分

析や検討を行おうとする枠組みのことです

(Hayes et al., 2001) 。 こ の 理 論 は 、

Sidman(1994)の刺激等価性から派生し、ルール

やルール支配行動の研究を経て、発展した理論

になります。この理論が提唱されたことで、今

まで行動分析の視点で扱うことが難しかった人

間の言語や認知を扱うことができるようになり

ました。さらには、この理論を基盤として、認

知行動療法の第 3 世代である Acceptance & 

Commitment Therapy (ACT)が登場することとな

ります。 

私自身は、ACT を用いた心理療法を実施する

とともに、関係フレーム理論の中核である関係

フレーム反応を測定するための測定法の開発し

ております。特に、日本語の語彙特性を考慮し

た測定法の開発を進めております。現在、関係

フレーム反応の代表的な測定法は、Implicit 

Relational Assessment Procedure(IRAP; 

Barnes-Holmes et al., 2006)です。IRAP は、

関係フレーム反応を測定する測定法として開発

され、関係フレーム反応の実験室実験では大変

有用な測定法となっております。しかしながら、

IRAP は、英語を基礎に開発されていることもあ

り、日本語の語彙特性を十分に考慮した測定法

であるとは言い切れません。その上、関係フレ

ーム反応は、言語の性質や文化的背景の影響を

受けた反応であり、言語の性質や文化的背景を

考慮した測定は必須であると考えられます。そ

のため、日本人の関係フレーム反応を測定する

ためには、日本語の性質に沿った測定法が必要

ではないかと考え、IRAPに代わる測定法として、

日本語の性質を考慮した漢字迷路課題という測

定法の開発に取り組んでおります。 

上述のように、日本人を対象に関係フレーム

理論を検討し、関係フレーム反応の測定を行う

ためには、日本語の性質を考慮することは重要

であると考えています。しかしながら、国内で

RFT を専門に研究されている方はそう多くあり

ません。そのため、日本語の性質を考慮した RFT

に関する意見交換を行う環境が少ないというの

が現状です。そこで、意見交換という行動の頻

度が低いのであれば、行動の頻度が増加する環

境設定すれば良いのだと考え、現在、RFT に興

味のある研究者に声をかけ、RFT 研究会を定期

的に実施しております。 

RFT 研究会では、RFT 研究に興味のある若手の

有志が集まり、月に 1 回ほど Web 上でミーティ

ングをしております。研究会の最終目標は、RFT

に関する研究を実施し、発表することを目標と

しています。現在の主な活動として、RFT の現

在までの研究を概観することを目的に、『The 

Wiley Handbook of Contextual Behavioral 

Science』を輪読しながら、各自が疑問に感じた

ことをシェアしつつ、疑問を解決するためには、

どんな研究ができるかを平日の夜に熱く議論し

ています。日本語だからこそ、日本の文化的背

景があるからこその研究を実施し、その研究の

成果を世界に発信していければと考えておりま

す。もし、RFT について議論を交わしたいとい

う方がいらっしゃいましたら、ぜひ一度お声か

けください。RFT 研究にご興味のある方のご参

加お待ちしております！！ 
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
＜開催告知＞ 

 

日本認知・行動療法学会第46回大会のお知らせ 

 
本学会と日本認知・行動療法学会は大会案内の相互掲載をしています。大会の概要・会場案内・参加

登録・演題募集など、詳細は年次大会ホームページをご覧ください。 
 
日時：2020 年 9 月 11 日（金）～9 月 13 日（日） 
 （大会を 11・12 日に実施、ワークショップを 13 日に実施予定） 
会場：安田女子大学 
テーマ：「基礎研究の臨床応用の協働と新たな展開」 
 
大会会長 
岩永 誠（広島大学） 
 
年次大会ホームページ  
http://jabt.umin.ne.jp/j/activities/3-1annual.html 
 
プログラム内容（予定） 
指定：特別講演，教育講演，大会企画シンポジウム，有料ワークショップ 
募集：自主企画シンポジウム，ケーススタディ，一般演題（ポスター） 

http://jabt.umin.ne.jp/j/activities/3-1annual.html
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――――――――――――――――――――――――――――――――― 

編集後記 

  

新型コロナ感染症が拡大し、非常事態宣言が

全国に拡大され、生活するだけでも一苦労な

日々が続いています。皆様におかれても大変な

日々を送られているのではないかと存じます。

国や専門家が、感染防止のために国民の行動変

容を訴えています。その用語をメディアから毎

日聞く日が来るとは…と驚いています。行動習

慣も楽しく変えられるといいですね。行動分析

学を専門とする者として貢献できることを考

えながら、ずっと脇においていたプログラミン

グに取り組みながら、始めようと思っていた趣

味にツバつけながら、在宅勤務の運動不足によ

る肩こりと戦いながら、まだ何も成し遂げられ

ていないのが、残念な私の現状です。論文も書

かなくちゃ。長期戦になりそうなので、焦らず

いこうと思います。皆様も、どうかお身体ご自

愛ください。   
（OA） 

 

 

Ｊ-ABA ニューズ編集部よりお願い 
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ョーク、その他まじめな討論など、行動分析学研究にはもったいなくて載せられない記事を

期待します。原稿はテキストファイル形式で電子メールの添付ファイルにて、下記のニュー

ズレター編集部宛にお送りください。掲載の可否については、編集部において決定します。 
● ニューズレターに掲載された記事の著作権は、日本行動分析学会に帰属し、日本行動分析学

会ウェブサイトで公開します。 
● 記事を投稿される場合は、公開を前提に、個人情報等の取扱に、十分ご注意ください。 
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